
 

 

 

   

 

 

学ぶ意味について～２つの朝礼から～ 

校長 中山 幸子 
 ９月の全校朝礼で、「なぜ学ぶのか」というテーマで一杯のコップの水をパワーポイント資料に用い

て、話しました。以下は一部抜粋です。 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 「コップに入った、ただの水」は、学んでいる教科の見方で捉え方が違ってくる、そしてそれは教養とも

言えるものになります。テストに関係なく人としての学びを学校では行っています。長い２学期、学習に

どのように取り組むかは自分次第となるのです。１枚目の写真を見せたとき、全校生徒にこれを見て何

を感じ、思いますか？と問いかけました。説明を聞いた後に、何が残ったかで学びに向かう意欲も違っ

てきてほしいと願っています。 

  そして、１０月２７日の朝礼では、「学んだ知識を楽しむ」と題して 

理科要素の切り口で『走れ メロス』について、話しました。（一部抜粋） 

予想外に ICT機器の不具合もあり、結論が出てしまったのは残念 

でしたが、なぜ？と思ってくれたら不幸中の幸いとなり得たのではと 
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ポジティブに思うようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域と連携した防災訓練を実施しました】 

本校では、地域の皆様と協力して防災訓練を行いました。 1年生は「救急救命講習」を受講し、心肺

蘇生法やAEDの使い方を学びました。 ２・３年生は、より実践的な体験を通して防災力を高めました。

内容は以下の通りです： 

       煙ハウス体験（煙の中での避難行動） 

   初期消火訓練（消火器の使い方） 

   トイレテント設営（災害時の衛生管理） 

       防災用テント 

    段ボールハウス設営（避難所生活の体験） 

     リヤカーの組み立て操作 

                               担架操作（けが人の搬送方法） 

生徒たちは、災害時に自ら考え、行動できる力を身につけました。 今後も地域と連携しながら、命を守

る学びを深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太宰治の比喩表現をもとに、速度を考えます。理論上でわかる速度が

現実に起きたとしたら・・・・。 

科学者の柳田先生の有名なお話ですが、ここで伝えたかったのは実

際に起きたら、どんな状況になるのか？計算したり、調べたりすること

で、現実的にどのような現象が生じるのかなど、中学生でもわかるぞ

と感じてほしいのです。 

 そして、自分で納得する答えや結果を出せる手応えを経験してほし

いと思います。これらは今までの学習で十分、理解できるものです。 

 物事の本質は何か、知りたいことを探究する、周囲の意見や既成概

念にとらわれない柔軟な見方をもってほしいのです。 

 学ぶとは、成績表のためだけではなく人としての豊かさにも直結しま

す。みなさんの学びは、これからも形を変えて続いていきます。 


